
様々な審査のアプローチ
• ⼀般的な⽅法︓⽴地場所と発電事業者が確定してから、発電所の設計・

建設・運転計画等が適切であることを纏めて審査する
• 型式認証︓ある型式のプラント（⼜は、そこで使⽤する核燃料等の部

品）が、プラント（⼜は部品）に求める規制要求を満⾜していることを
審査する。設置場所が決まったら、⽴地依存の項⽬について追加の審査
を受ける必要がある。⽇本では核燃料やキャスク等、⼀部の部品にのみ
認められている。
• トピカルレポート︓複数の審査で共通に使われる要素の妥当性をあらか

じめ確認してレポート化し、個別の審査ではそれを引⽤する。安全解析
コード等に対して⾏われる。
• Pre-license Vender Review︓型式認証の⼿前の段階で、開発中のプラ

ントがどの程度規制供給を満⾜しているかレビューする。カナダの規制
機関が実施しているサービスである 76



⽇本の規制体系の全体像
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【1】出典︓原子力の安全規制 概要, 原子力規制委員会ホームページ



運転上の制限 (Limit of Operational Condition)

•プラントの運転モードに応じて、次を定める
•安全上の限界︓温度、圧⼒、出⼒密度、中性⼦束など

•通常運転の限界
•安全系の制限︓単⼀故障基準が守られている条件や、故障等が
発⽣した場合に要求される措置の完了時間（Allowed Outage
Time）
•制御系で使⽤されるプロセス変数と、制御⽅法の関係

•プラントの監視（Surveillance）と保全の条件
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運転段階の規制

•施設管理︓プラントを許認可を受けている状態に維持する
•運転期間︓設計において想定する供⽤期間。機器の性能検証におけ
る検証寿命と関係する
• バックフィット︓法律によって安全規制の遡及適⽤を許可できるよ
うにすること

•安全解析レポート︓原⼦炉の安全性に関する最新の情報を、燃料交
換毎に届出する仕組み
•定期安全レビュー︓10年毎にプラントの安全性を包括的に再評価
する仕組み。⼀部の国では次の10年間の運転の条件となっている
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施設管理 と 経年劣化管理 の関係

保全対象範囲の策定, SSCの保全重要度の設定

保全計画 (点検、補修・取替、特別な点検）

保全の実施

実施⽅針, 保守管理⽬標, 保全プログラムの策定

是正処置
（必要ならば） 結果の確認・評価

保全の有効性評価

保守管理の有効性評価

保全活動管理指標(PI)の設定
監視計画の策定

保全活動管理指標の監視

⻑期保守管理⽅針の策定
（30年⽬の⾼経年化技術評価の後）

PRA活⽤を推奨するものの、
実体は機能重要度分類に
基づいている

⻑期保守管理⽅針の有効性の再評価

定性的リスク評価である
経年劣化メカニズムまとめ表
を保全重要度の設定に
⼗分活かせていない︖

継続的な傾向監視が難しい
場合は技術評価の対象

傾向監視⼜は評価による

過去の健全性評価の結果と現状の⽐較など
（特別点検の意味は︖ 他に必要なものは︖）

⾼経年化により顕在化
する経年劣化に着⽬

経年劣化の程度は
重要な監視項⽬
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